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都市環境 
デザインコース 
卒業研究展2006万博フレンドシップ 

事業効果を発表 

学長表彰、 
学生部長表彰、 
神谷奨励賞の 
表彰式が挙行 学長表彰 

　
愛
・
地
球
博（
愛
知
万
博
）の
参

加
国
と
愛
知
県
内
の
市
町
村
が

ペ
ア
を
組
ん
で
交
流
し
た
「
一
市

町
村
一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
」

で
は
、多
く
の
自
治
体
が
、学
校

を
中
心
に
子
供
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
い
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
万

博
閉
幕
後
も
交
流
が
続
い
た
り
、

今
後
も
交
流
を
検
討
し
て
い
る

自
治
体
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
愛
知
県
で
は
こ
の
事
業
へ
の
住

民
参
加
の
状
況
や
地
元
へ
の
効

果
に
つ
い
て
、22
市
町
村
を
対
象

に
調
査
を
実
施
。
調
査
員
は
、本

学
の
在
学
生
30
人
を
含
む
県
内

の
大
学
生
38
人
で
す
。
 

　
３
月
16
日
、本
学
星
が
丘
キ
ャ

ン
パ
ス
２
号
館
で
、調
査
報
告
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
調
査

員
も
自
治
体
の
職
員
や
学
生
、有

識
者
な
ど
多
く
の
参
加
者
の
前

で
報
告
。
そ
の
後
の
討
論
会
に
も

本
学
学
生
は
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参

加
し
、有
識
者
と
交
流
の
継
続
方

法
や
今
後
の
国
際
交
流
の
方
向

性
に
つ
い
て
提
言
し
ま
し
た
。
 

　
討
論
会
の
司
会
を
担
当
し
た

本
学
文
化
創
造
学
部
の
榎
田
勝

利
教
授
は
、ま
と
め
と
し
て
、愛

知
万
博
に
お
け
る
大
規
模
な
住

民
参
加
に
よ
る
国
際
交
流
の
大

き
な
成
果
を
た
た
え
る
と
共
に
、

開
幕
後
も
こ
の
活
動
の
継
続
や

活
性
化
の
た
め
市
民
参
加
が
不

可
欠
で
あ
り
、行
政
に
と
っ
て
は

リ
ス
ク
を
負
う
が
、財
政
支
援
に

留
め
、市
民
に
全
面
的
に
事
業
を

委
ね
る
な
ど
勇
気
あ
る
運
用
を

望
み
た
い
と
提
言
を
行
い
ま
し
た
。
 

 

　
３
月
７
日（
火
）、長
久
手
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
、平
成
１７
年
度

の
学
長
表
彰
、学
生
部
長
表
彰
、

神
谷
奨
励
賞
の
表
彰
式
並
び
に

授
賞
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
学
長
表
彰
は
、行
政
書

士
試
験
、
司
法
書
士
試
験
を
そ

れ
ぞ
れ
１
回
目
の
受
験
で
合
格

し
た
現
代
社
会
学
科
４
年
生（
当

時
）の
鈴
木
陽
介
さ
ん
、平
成
１７

年
６
月
、米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
４６
回
外

国
人
に
よ
る
日
本
語
弁
論
大
会
で
、

２８
か
国
１
４
３
人
の
応
募
者
の
な

か
見
事
第
１
位（
優
勝
）に
な
り
、

外
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
言
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年

生（
当
時
）河
ア
ラ
ン
さ
ん
の
二
人

が
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
学
部
長
表
彰
は
、個
人
で
３
人
、

５
団
体
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。 

得
意
な
分
野
で
精
一
杯
の
努
力
が

認
め
ら
れ
た
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、今
年
度
２
年
目
と
な
る

神
谷
奨
励
賞
は
、各
学
科
専
攻
３

年
生
一
人
ず
つ
が
学
部
長
か
ら
推

薦
さ
れ
、晴
れ
て
受
賞
が
決
ま
り

ま
し
た
。
代
表
と
し
て
今
後
い
っ

そ
う
の
研
鑽
を
積
ま
れ
ま
す
よ

う
に
と
の
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

　
２
月
14
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
、

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄
に
お

い
て
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

卒
業
研
究
展
が
開
催
さ
れ
た
。
本

年
度
卒
業
生
に
よ
る
卒
業
制
作

18
点
、論
文
14
点
の
パ
ネ
ル
、模

型
が
展
示
さ
れ
、５
日
間
の
期
間

中
に
約
６
０
０
人
の
来
場
者
を

数
え
た
。
今
年
は
昨
年
度
よ
り
も

展
示
点
数
を
抑
え
、会
場
全
体
に

余
裕
が
あ
る
印
象
で
あ
っ
た
。
入

り
口
を
入
る
と
右
手
に
論
文
コ
ー

ナ
ー
、奥
に
３
脚
の
イ
ス
、左
手
に

は
模
型
と
パ
ネ
ル
が
置
か
れ
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
Ｃ
Ｇ
映
像
を
流

す
な
ど
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

も
今
ま
で
に
は
な
い
工
夫
が
見
ら

れ
た
。
学
内
展
に
お
い
て
専
任
教

員
、非
常
勤
講
師
に
よ
る
投
票
が

行
わ
れ
、卒
業
制
作
か
ら
４
点
、

論
文
か
ら
は
３
点
の
優
秀
作
品

が
選
ば
れ
た
。
総
じ
て
レ
ベ
ル
は

上
が
っ
て
い
る
も
の
の
、昨
年
の
よ

う
な
大
き
な
模
型
が
見
ら
れ
な

い
な
ど
、や
や
小
粒
な
印
象
と
の

感
想
も
聞
か
れ
た
が
、視
点
の
ユ
ニ
ー

ク
さ
や
テ
ー
マ
の
社
会
性
に
対
し

て
、一
般
来
場
者
か
ら
も
好
評
を

い
た
だ
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
貴
重
な
意
見
を
ふ
ま
え
て
、

来
年
度
も
よ
り
一
層
充
実
し
た
展

示
を
目
指
し
た
い
。

大学 大学 

大学 

キャンパス　トピックス 
◎学長表彰 
●現代社会学部現代社会学科国際社会コース4年　鈴木陽介さん 
　2004年度行政書士試験、2005年度司法書士試験を１回目の受験で合格 
●コミュニケーション学部言語コミュニケーション学科3年　河アランさん 
　第４６回外国人による日本語弁論大会で第１位（優勝）となり外務大臣賞を受賞 
　 
◎学生部長表彰 
　【個人の部】 
●現代社会学部現代社会学科2年　加藤大貴さん 
　第４５回東日本なぎなた選手権大会、個人男子の部第２位 
●コミュニケーション学部言語コミュニケーション学科2年　松浦奈々絵さん 
●コミュニケーション学部言語コミュニケーション学科1年　近藤千彬さん 
　「2005年度日本アジア航空第２０回中国語スピーチコンテスト」で特別賞受賞 
●コミュニケーション学部言語コミュニケーション学科4年　柳美穂子さん 
　３年間のゼミ活動における学習態度の積極性と常に１、２位を争う成績を高く評価　 
　 
　【団体の部】 
●なぎなた部 
　第４５回東日本なぎなた選手権大会で、男女とも上位入賞 
●女子バレーボール部 
　第１２０回東海大学男女バレーボールリーグ戦秋季大会準優勝により、４部リーグ昇格 
●ＬＩニュース編集委員会（編集長　小嶋沙織） 
　図書館情報学科の学生に対し、役立つ情報をタイムリーに編集、配布。学科の教員と
学生のコミュニケーションを図ることに役立つと共に、教育・研究の円滑な進展に寄与 

●バドミントン部 
　男子は、平成17年度東海大学バドミントン選手権大会で、４部から３部へ昇格。女子
は平成17年度中部学生バドミントン選手権大会準優勝などの成績を収めた 

●弓道部 
　昨年は男子、今年は女子がリーグ戦部内優勝し、３部昇格を果たす 
●ラグビー部 
　部として、部員が部活動と学習を両立させるための支援を充実させながら、部員一人
一人も努力し練習を積み重ねてきた結果、東海学生Ｂリーグ優勝を果たした。 

 
◎神谷奨励賞 
●文学部 
　・国文学科　村上智香さん　・英文学科　石田久恵さん 
　・図書館情報学科　長野祐子さん 
●現代社会学部現代社会学科 
　・地域社会　淺野素世さん　・国際社会　古川尚子さん 
　・メディアプロデュース　河村祐未さん　・都市環境デザイン　畑博子さん 
●コミュニケーション学部 
　・コミュニケーション心理学科　森貴子さん 
　・ビジネスコミュニケーション学科　小山恵子さん 
　・言語コミュニケーション学科　谷村果南さん 
●ビジネス学部 
　・木戸康晴さん 
●文化創造学部文化創造学科 
　・表現文化専攻　小松祥子さん　・多元文化専攻　本川由佳さん 
　・環境文化専攻　澁川綾子さん 
 神谷奨励賞 

学生部長表彰 

注）学年は17年度のものです 
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大学 

大学 

大学 

大学 

中学校 高等学校 

現代ＧＰ 
フォーラムで 
ポスターセッション 
を実施 

第2回医療福祉学部 
言語臨床セミナー 

医療貢献学会 
第1回 
学術講演会 

ポスターセッションのブース 

　
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
大

学
改
革
推
進
室
が
３
月
４
日
、平

成
17
年
度
現
代
Ｇ
Ｐ
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
し

ま
し
た
。 

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
文
部
科

学
省
「
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
現
代
Ｇ
Ｐ
）」

に
選
定
さ
れ
た
取
組
が
、他
大
学

の
教
育
改
革
の
取
組
の
参
考
と

な
る
よ
う
、情
報
提
供
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
当
日
は
、大
学
教
育
改
革
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、こ
れ
ま
で
に
選
定

さ
れ
た
取
組
の
事
例
発
表
を
参

考
に
選
定
委
員
と
取
組
担
当
者

に
よ
る
意
見
交
換
や
質
疑
応
答

を
行
う
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、さ
ら
に
平
成
17
年
度
に
選
定

さ
れ
た
取
組
を
実
施
す
る
各
大

学
等
が
自
ら
作
成
し
た
掲
示
物
、

資
料
で
情
報
発
信
を
行
う
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
延
べ
２
０
０
０
人
を
超

え
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
な
り
ま
し
た
。 

　
本
学
の
現
代
Ｇ
Ｐ
の
選
定
を
受

け
た
「
多
文
化
共
生
を
目
指
し
た

発
信
型
全
学
英
語
教
育
〜
モ
ジ
ュ
ー

ル
化
さ
れ
た
体
系
的
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
開
発
〜
」
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
ブ
ー
ス
で
は
、訪
れ
た
参
加

者
と
本
学
担
当
者
と
の
間
で
、活

発
に
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

　
３
月
１５
日
、言
語
聴
覚
学
専
攻

企
画
、医
療
貢
献
学
会
主
催
に
よ

る
医
療
貢
献
学
会
第
１
回
学
術

講
演
会
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
療
に
お
け
る
作
業
療
法
と
理

学
療
法
」
を
開
催
し
ま
し
た
。一

般
参
加
者
を
含
め
、約
１
０
０
人

が
来
場
し
ま
し
た
。 

　
愛
知
医
科
大
学
病
院
の
作
業

療
法
士
の
澤
田
泰
洋
先
生
に
「
作

業
療
法
の
役
割
〜
脳
卒
中
を
中

心
に
〜
」
、ま
た
同
大
学
病
院
理

学
療
法
士
の
今
渕
雅
之
先
生
・
千

鳥
司
浩
先
生
に
「
医
療
・
福
祉
の

た
め
の
介
助
方
法
入
門
」
の
演
題

で
そ
れ
ぞ
れ
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

た
。
司
会
・
進
行
は
、今
回
の
企
画

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
で
あ
る

同
大
学
病
院
言
語
聴
覚
士
の
鈴

木
朋
子
先
生（
今
年
度
よ
り
本
学

医
療
福
祉
学
部
助
教
授
）が
担
当

さ
れ
ま
し
た
。 

　
チ
ー
ム
医
療
の
重
要
性
が
叫
ば

れ
て
い
る
現
在
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
医
療
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割

を
果
た
す
二
職
種
に
つ
い
て
の
ご

講
演
は
、こ
れ
か
ら
現
場
で
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
本
学
科
の

学
生
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う

な
場
を
設
け
る
よ
う
、学
科
、学

会
企
画
の
積
極
的
な
展
開
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
第
６
回
文
学
部
講
演
会
が
１

月
25
日
に
開
催
さ
れ
、講
師
と
し

て
韓
国
の
釜
山
教
育
大
学
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
教
育
学
科
の
李
在
舞
教
授
を

お
招
き
し
ま
し
た
。
演
題
は
『
韓

国
に
お
け
るE

-L
e
a
rn
in
g

の
動

向
』で
、韓
国
のE

-L
e
a
rn
in
g

普

及
の
背
景
と
し
て
、発
展
し
た
韓

国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
、韓

国
特
有
の
教
育
シ
ス
テ
ム
等
を
紹

介
さ
れ
、E-L

e
a
rn
in
g

の
コ
ン
テ

ン
ツ
、E-L

e
a
rn
in
g

の
利
点
と

欠
点
、及
び
課
題
に
つ
い
て
も
英

語
に
日
本
語
を
ま
じ
え
な
が
ら

言
及
さ
れ
ま
し
た
。
後
半
に
は
李

教
授
ご
自
身
が
小
・
中
学
生
用
に

開
発
さ
れ
たE

-L
e
a
rn
in
g

プ
ロ

グ
ラ
ム
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
李
教
授
は
、E-Learning

を「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
と
し
た
電
子
メ

デ
ィ
ア
を
用
い
た
学
習
」
と
定
義

さ
れ
、多
種
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
の

特
性
を
活
用
し
たE

-L
e
a
rn
in
g

の
有
効
性
を
述
べ
な
が
ら
も
、一
方

で
電
子
メ
デ
ィ
ア
を
援
用
し
な
い

伝
統
的
な
授
業
の
大
切
さ
も
強

調
さ
れ
、両
者
を
上
手
に
使
い
分

け
た
教
育
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
を

結
論
と
し
て
語
ら
れ
、参
加
し
た

約
２
０
０
人
の
学
生
や
教
職
員

も
興
味
深
く
聴
講
し
ま
し
た
。 

 

　
２
月
14
日（
火
）、Ｃ
Ｓ
Ｋ
シ
ス

テ
ム
ズ
の
人
事
課
主
査
の
佐
々
木

啓
司
氏
を
講
師
に
迎
え
、Ｐ
Ｔ
Ａ

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年

同
様
、大
会
議
室
で
行
い
ま
し
た

が
、80
人
近
い
出
席
者
が
あ
り
、ほ

ぼ
満
席
の
状
況
で
し
た
。 

　
講
師
の
佐
々
木
氏
は
技
術
職

で
入
社
後
、人
事
畑
を
歩
ま
れ
、

中
部
地
区
の
大
学
で
新
規
採
用

に
つ
い
て
学
生
に
講
演
を
な
さ
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
企
業
は
ど
ん

な
人
材
を
望
ん
で
い
る
か
、そ
れ

を
踏
ま
え
て
中
学
・
高
校
時
代
に

身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
知
識
教
養

は
何
か
、ど
ん
な
過
ご
し
方
を
す

べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。 

　
社
会
人
に
望
ま
れ
る
の
は
判
断

力
と
決
断
力
、加
え
て
行
動
力
が

大
事
で
あ
り
、そ
れ
ら
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
あ
り
、中
高

時
代
の
基
礎
学
力
に
加
え
て
人

間
関
係
を
円
滑
に
す
る
能
力
の

重
要
さ
を
語
ら
れ
ま
し
た
。 

　
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、不
透
明
な
時

代
で
は
あ
り
ま
す
が
、人
と
な
り

に
つ
い
て
は
変
化
す
る
こ
と
も
な

く
対
人
関
係
が
重
要
で
、そ
れ
に

は
中
高
時
代
の
基
礎
基
本
が
大

切
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　 

 

　
２
月
26
日
、星
が
丘
キ
ャ
ン
パ

ス
２
号
館
で
「
高
機
能
自
閉
症
・

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
」
の
テ
ー
マ
で

第
２
回
医
療
福
祉
学
部
言
語
臨

床
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
講
演
は
、英
国
自
閉
症

協
会
に
留
学
し
て
学
ん
だ
も
の

を
基
に
独
自
の
指
導
法
を
開
発

さ
れ
て
い
る
、よ
こ
は
ま
発
達
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
飯
塚
直
美
先
生（
言

語
聴
覚
士
）に
お
願
い
し
ま
し
た
。

地
域
の
言
語
聴
覚
士
の
み
な
ら
ず
、

教
師
、通
園
施
設
の
指
導
員
、家

族
な
ど
の
申
し
込
み
が
殺
到
し

た
た
め
、急
遽
会
場
を
変
更
し
ま

し
た
。
当
日
は
寒
い
雨
の
日
曜
日

に
も
関
わ
ら
ず
、一
般
１
６
７
人
、

当
大
学
の
学
生
・
職
員
83
人
、総

計
２
５
０
人
が
参
加
し
て
、熱
気

あ
ふ
れ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
高
機
能
自
閉
症
や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー

の
子
ど
も
達
は
言
語
性
知
能
の

高
さ
や
表
面
的
な
会
話
力
が
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
が
顕

在
化
し
に
く
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

多
く
は
普
通
学
級
に
進
級
し
ま

す
が
、周
囲
に
理
解
さ
れ
な
い
た

め
不
適
応
を
起
こ
す
子
ど
も
達
、

教
育
的
配
慮
に
苦
慮
し
て
い
る
教

師
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の

よ
う
な
子
ど
も
達
の
特
徴
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
つ
い
て
、ビ

デ
オ
を
使
い
具
体
的
に
明
快
に
教

示
さ
れ
た
飯
塚
先
生
の
講
演
は
、

参
加
者
全
員
に
と
っ
て
有
意
義
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。 
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